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認定特定非営利活動法人発達支援研究

センター

科学技術の振興
経済活動の活性化
職業能力開発・雇用機会拡充
消費者の保護
市民活動支援
その他

T990-0035

山形県山形市d満駄町2-フ

表者

・氏名

艾立年月

(活動隠艀月)

(ふりがな)だいひょう

団体概要書

団体

設〕ι目

代表

)/無

活動分野

平成14年4月

すべての人に対して、必要に応じ生涯にわたる発達支援等を行い、認め合い、支え合う活動

を行うことによって、誰もが生きる希望の持てる暖かい地域づくりに寄与する。

ほそやあきこ

団体の種"11

(0をつける)

細谷暁子

※下記「活動分里予」から1つずd到ミ

【主たる分里" 【従たる分里"

17

NP0法人

連合体

これまでの

活動実績

(主なもの)

令和2年度

・ワクワクひろば(多機能型)

・ワクワクひろぱ泉倣課後等デイサービス)

・ワクワク相談支援事業所

・きら夢(就労ホ佳紗'支援B型)

・心理生活相談室(民間カウンセリングルーム)

又y

会員数等

※i自近5力年の主

な活動実績を記載

してください

023・623・6622

( N P

認証

023・622・7003

SunmaC11i@aqua.plala.or.jp

(その 1)

各種団体

個人会員数
団体会員数
賛助会員数
専従職員数

(行政、企業、他団体との協働実績)※活劃師月・活動内容・棚餅口手がわかるように箇条書きで記載してください。

令和2年度

・厚生労働省認定・山形県委託:やまがた若者サポートステーション事業

・山形県子育て若者応援部委託:若者相談支援拠点設置運営事業

・山形市生活福ネ暗3委託ネ劇呆護者・生活困窮者就労準備支援事業

場合)

年月

事業年度

主

活動

ホームページ

平成15年2月

な

地域

※活動年月・活動内容がわかるように箇条書きでZ三載してください。

機関紙

山形県村山・最上地域

0活動分野

保健・医療・福祉
社会教育
まちづくり

観光の振興
農山漁村・中山間地域の振興
学術・文化・芸術・スポーツ振興
環境の保全

有(URL http://cdss.jp/

4月

有(名称:にじいろ

1日 から 翌3月3 1日

災害救援
地域安全
人権旛董・平和の推進
国際協力
男女共同参画社会の形成
子どもの健全育成
情報化社会の発展
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寄付を受け

て取り組み

たい事業の

概 要

※どのような課跡¥決のために、どのような事業を行いたいの力汾かり易く記載してください。

1,フリースペース雨やどり運営事業
不登校・ひきこもり・発遡章がい等の子ども・若者が、居場所「フリースペース雨やどり」
に参加するなかで、仲間とのコミュニケーション、様々な体験を通して生きる力を育み、リ
スタートを図っていけるよう支援します。
2,交流事業
不登校・ひきこもり・発達障がい等の子ども・若者が、から・ころセンター割也のフリー
スペースや、庄内青年の会割也の当事者団体との交流、または県青年の家主催の青年交流事
業等に参加し、積極的に社会参加ができるよう,、,、'めていきます。
3,学習サポート事業
元桝市等による不登校・ひきこもりの子ども・若者への学習サポートを行い、高等学校卒
業程度認定取得や進学ができるよう支援します。

◆寄付者へのPR◆

※県民・企業に向け、団体をPRするメッセージを高識してください。

不登校・中退・ひきこもり・発達障がい等の子ども・若者は、強い挫折感に苦しんでいる

人もおり、まずは仲間のなかで様々な体験や交流をして一歩一歩自信をつけ、人と交わる喜

びや、人間や社会へのイ言頼感を育んでいける居場所が必要です。

また、不登校児は学校に行きたくても行けないという葛藤に苦しんでいます。等しく教育

を受ける権禾1」があるのに、学校を離れると何もない現状があり、無為に時が過ぎてしまいま

す。教育の機会均等を支える多様な学習サポートの場所が必要です。

そんな孤立した子ども・若者と社会をつなぐ支援のなかで、不登校・ひきこもり・発達障

がい等を糧にして、懸命に社会で生きる若者も見てきました。法律のはざまにある事業です。

様々な施策はまだそこまで行っていません。皆様のお力が必要なのです。ひとりひとりかけ

がえのない日本の将来を支える子ども・若者です。事業のなかで助けてくれる大人や団体が

あることをきちんと伝えていきます。「あなたはひとりではない。守ってくれる人達がいる」
ということを・・

県民・企業

へのPR

この申請書に記載している尊頁に間違いはありません。

また、当団体は、山形県社会貢献活動促進基金実施要領第8条に規定する申請団体の要件を満

たしています。

(その2)

＼_ノ 令和 3年 8月 3日

団体名認定特定非営利活動法人発達支援研究センター

代表者職氏名 代表 細谷暁子
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